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表彰式の様子　　　
写真右が古滝さん▶

▲火災現場を想定した煙体験▲平成２５年１月撮影

　那珂市総合センターらぽーるで平成27年茨城県
北地域（※）うまい米食味コンテストの表彰式が行
なわれました。
　今年は104点の応募があり、城里町では、ななか
いの里生産研究部会会長の古滝初男さん（下赤沢）
が優秀賞を受賞。また、同部会の飯村隆さん（真端）
と飯村義弘さん（上赤沢）が優良賞を受賞しました。 　小美玉市四季文化館で開催された平成27年度不

法投棄防止・リサイクル推進県民フォーラムにお
いて不法投棄防止功労者表彰が行われました。
　城里町では、長年に
わたる不法投棄監視活
動や地域の清掃活動で
環境保全に尽力された
功績により、南條治さ
ん（錫高野）に茨城県知
事から感謝状が贈られ
ました。

　常北幼稚園で、園児と保護者を対象とした防災
教室が行われました。
　園児は、女性消防団員から紙芝居で火遊びの危
険性や地震、火災発生時の正しい対応を学び、保
護者と一緒に避難訓練をしました。
　また、水戸市消
防本部の協力で水
消火器を使った訓
練と煙体験が行わ
れ、家庭での火災
予防と安全な避難
方法を学びました。

　町教育委員会では、平成28年3月１日付で、錫
高野の黒澤止幾生家を町指定史跡に指定しました。
黒澤止幾は、文化３（1806）年に錫高野に生まれ、
のちに水戸藩９代藩主徳川斉昭の雪冤（せつえん）
行動により幕末の女傑と呼ばれ、また、我が国最
初の女性小学校教師の一人となった人物です。こ
の止幾が生まれ育ち、教育に従事した場所である
生家について、家屋のほか庭などの土地を含めた
史跡として指定が決定しました。城里町指定文化
財としては第２号で、町内の指定・登録文化財は
これで57となります。
　現存する生家は、木造茅葺の平屋建てで、調査
の結果、江戸時代後期から末期の建築とみられ、
古民家としても貴重であることがわかりました。

黒澤止幾生家を町指定史跡に
指定しました

茨城県北部地域うまい米食味
コンテストに３人が入賞

県不法投棄防止功労者表彰

※対象地域
ＪＡ常陸管内の11市町村
　・日立市
　・常陸太田市
　・高萩市
　・北茨城市
　・常陸大宮市
　・大子町
　・ひたちなか市
　・那珂市
　・東海村
　・笠間市
　・城里町七会地区

くろさわ と き

親子で防災教室
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　実際の議場を使用して城里町では初となる子
ども議会を開催しました。
　町内各小学校から２名、各中学校から３名の
計16名が“子ども議員”を務め、【城里町の将来
について】をテーマに質問や意見を述べました。
　子ども議員は、事前に行われた勉強会や各課
局からの説明を通して、町の現状・課題や議会
の仕組みについて学び、質問を作成しました。
　一般質問では、廃校の有効活用や観光振興な
ど町の活性化に関連したもの、防災対策や高齢
者福祉、児童生徒数の減少など、町が抱える課
題についての質問もありました。
　議会終了後、子ども議員からは「緊張したが、
子ども議会に参加することができてよかった」、
「これからは今までよりも、町に関心を持ちたい」などの声がありました。
　町長は「よく調べ、町の事を真剣に考えた質問だった。思いつかない施策もあり、実現できるものについて
は実現していきたい」と総評しました。

第１回城里町子ども議会を開催

▲答弁に耳を傾ける子ども議員 ▲一般質問

町内各小・中学校で卒業式が行われました。

▲常北中学校（３月１０日） ▲七会小学校（３月１８日）
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